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令和５年　決算特別委員会（経済部審査）開催状況　(経済部労働政策局産業人材課） 
 
                                              　　  　　開催年月日   令和５年１１月１３日
                                                　　　　質　問　者   日本共産党　真下　紀子　委員
                                               　　 　　答　弁　者   経済部長、産業人材担当局長、

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業人材課長

質　　　　問　　　　要　　　　旨 答　　　　弁　　　　要　　　　旨

一　 雇用対策について  
（一）「雇用人材確保対策」について  
１　道外人材確保緊急支援事業の予決算、実績につい  
て  

  （真下委員） （産業人材課長）
　雇用対策について具体的に伺って参ります。 　道外人材確保緊急支援事業についてでございます
　昨年７月から９月の間「道外人材確保緊急支援事業」 が、予算額は１億９４６万２千円、決算額は２,１８
が実施されましたけども、まず予算額と決算額、事業 ９万２,７１２円で、事業実績につきましては、３１
実績について伺います。 件、約６９０万円の支援金等を支給したところでご

ざいます。

  ２　道外人材確保緊急支援事業の評価について
  （真下委員） （産業人材担当局長）

　執行率が約２割で事務経費が多いわけですね。同じ 　事業の評価についてでございますが、道外人材確
く道外人材確保緊急支援事業について、３か月間とい 保緊急支援事業の開始直後には、新型コロナウイル
う非常に短い募集期間でした。この事業効果に疑問の ス感染症のいわゆる「第７波」が発生し、本事業が
残るところでありますが、どう事業評価されています 支援対象とする宿泊や飲食店への客足を止めている
か。 との報道がなされ、事業者からも、こうした状況の下

では、新たな雇用に踏み切れないとの声が寄せられ
るなど、感染の急拡大が、宿泊・飲食業者の求人意
欲に影響したものと認識しているところでございま
す。 
　このため、当初見込んだ支援対象を下回る結果と
なりましたが、こうした中にあっても、支援を必要
とする道内企業の人材確保に一定の成果があったも
のと考えているところでございます。

  ３　人材確保緊急支援事業の予決算、実績について
  （真下委員） （産業人材課長）

　効果が無かったとは言いませんけど３１件にとどま 　人材確保緊急支援事業の予算額等についてでござ
っているわけです。一方で、道は昨年１２月から、人 いますが、決算見込額は１億９,６３０万９千円で、
手不足が深刻な業種で一定期間就労を行う場合に道内 その主な事業実績につきましては、社会保険・社会
外からの就労者と道内企業を対象にした「人材確保緊 福祉・介護事業で２３６件、約３,５７０万円、宿泊
急支援事業」を実施をしました。昨年度の決算額と今 業で２０６件、約２,６１８万円、飲食店で１２７件、
年度の予算額、及び昨年度の主な業種別実績について 約２,０１０万円の支援金等を支給をしたところでご
お示しください。 ざいます。 

　また、今年度の予算額は１億８,７４３万７千円と
なっております。

 ４　人材確保支援事業が不支給となった申請件数につ
  いて

  （真下委員） （産業人材課長）
　こちらは好評だったわけすね。１，１６１件の実績 　不支給となった件数についてでございますが、人
があったということですけど、予算上限に達したため 材確保緊急支援事業費の予算上限に達したため、支
不支給となった申請件数はどのくらいありますか。 援金等が不支給となった申請は６３８件となってお

ります。

  ５　制度設計の問題点について
  （真下委員） （産業人材課長）

　６３８件も不支給にしたわけですよね。私ども日本 　事業の制度設計についてでございますが、人材確
共産党道議団の控え室に、申請を断られた方から意見 保緊急支援事業による支援金等は、前事業から対象
が寄せられました。支援金を見込んで採用が決まって、 業種を拡大するとともに、対象者を道内在住者も含
実際に転居して仕事も始めていたわけですけど、予算 めた道内外に広げるなどの見直しを図ることとし、
上限に達したため支給されないという通知が届いて、 こうした要素に加え、支援が必要な事業所や求職者
それはあまりにも乱暴ではないかというものでした。 の件数など、これまでの類似事業実績を踏まえ申請
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道外から移住してこられ、移動費も本来であれば支給 者数を見込んだところでございます。 
されていたはずなんですけれども、全額自己負担とな 　なお、事業の周知にあたっては、支給要綱により
っているわけです。 予算の範囲内において支給することを明示をし、道
　この事業は、新しい職場での勤務を経て申請される のホームページで公表したほか、予備審査結果通知
ものであり、当然のことながら移動費、転居費用がす 書でも伝えてきたところであり、支援金等が不支給
でに発生することが前提となっております。予算が足 となった申請者に対しては、支給に至らなかった理
りないということではしごを外された方が６３８件も 由を説明するなど、丁寧な対応に努めたところでご
発生したということは、道自身の制度設計の問題故に ざいます。 
起こったことではありませんか。

  【再質問】
  （真下委員） （産業人材課長）

　予算の範囲内でと広報していたと、しかし６３８件 　不支給者に対してでございますが、予備審査結果
もの方が不支給になっている事態、申し訳ないと思い 通知書でもお伝えしてきたところではありまして、

 ませんでしたか。 支援金等が不支給となった申請者に対しましては支
 給に至らなかった理由を説明するなど、丁寧な対応

に努めてきたところでございます。

  ６　今年度の予算措置の積算根拠について
  （真下委員） （産業人材課長）

　自分たちの制度設計の不備を認めないで、その方に 　予算の積算についてでございますが、今年度実施
対して申し訳ないという気持ちで次の事業に反映させ の事業における支援金等の予算額は、対象となる就
ていかなかったら、行政としてあまりにも冷たいんじ 労者数を増やし、人手不足が深刻な道内企業の人材
ゃないかと思いますよ。 確保につなげるとともに、特に、離職期間が１ヶ月
　今年度の人材確保緊急支援事業の予算は、１億８， 以上となるなど、再就職が難しくなっている道内在
３７４万７千円に減額するとの答弁でありました。こ 住者の方々の早期再就職を重点的に支援することと
の予算はどのような積算に基づいて行われているの しまして、申請予定件数を積算し、予算措置をした
か、昨年度のように想定より多かったニーズに十分応 ものでございます。 
え得る予算措置となり得るのか伺います。

  ７　来年度以降の事業継続について
  （真下委員） （経済部長）

　やっぱり不支給となった方々に対して申し訳ないと 　事業の継続についてでございますが、さまざまな
いう気持ちが無いからこういうことになるんですよ 産業で人手不足が深刻化している中、道内各地にお
ね。重点化することも必要かもしれませんけれども、 ける人材の確保は重要であると認識しております。 
ニーズがあるということを踏まえてですね、予算不足 　そうした中で、当該事業は、人手不足となってい
が生じないように実施していただきたいと思います。 る職種を対象に支援を行ったものでありまして、人
　今年度の予算は新型コロナ交付金を活用して実施さ 手不足が深刻な道内企業の人材確保に一定の成果が
れています。しかし来年度はコロナ交付金を当て込め あったものと考えております。 
ず、事業継続は道独自の財源で行わなければならなの 　道といたしては今後とも、道内の経済状況や雇用
ではないかと考えるところです。 情勢などを踏まえながら、必要な人材確保に向け、
　質疑でも明らかなように、約１，２００人の雇用に 道外企業で活躍経験のある人材の誘致やＵ・Ｉター
つながった事業でありまして、一時的な事業で終わら ンの促進、職場定着に向けた就業環境改善などへの
せずに継続して実施することが雇用人材の確保に資す 支援といったさまざまな取組を効果的に進めるなど、
るものになると考えますが、部長の見解を伺います。 適切に対応してまいります。 
　また、予算をより拡充していく必要があります。来
年度以降も事業が継続できるよう国への支援を求める
ことも含めて検討すべきではないかと考えますけど、
いかがでしょうか。

 （真下委員）
　しかしながら、逆に支援を制限している制度設計に
なっているわけですから、本気で雇用を確保しようと
しているとは言いがたいのではないかと思いますの
で、様々な形でということでぜひ改善を求めておきた
いと思います。


